
様式１（小・中）

【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和７年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

〇学力向上における全職員による共通理解と
共通実践

〇学力向上対策評価シートに示したマイプランの
成果指標を達成した教師を80％以上にする。

・教職員間でマイプランを共有するとともに、校内研修等により取
組の推進を図る。
・随時、進捗状況等を確認しながら、確実な履行を進め、達成者を
増やしていく。 A

・５月実施のアンケート調査で、「マイプランの成果指標を意識して日々の授業に取り組んでいる」と肯
定的に回答した教師90％。
・各自が設定した成果指標を最終的に達成できるように、随時、進捗状況等を確認しながら、教師一人
一人の意識レベルをさらに上げていく。 A

・アンケートで、「マイプランの成果指標を達成できた」と肯定的に回答した教師93.8％。
・各教師のマイプランと自身の業績評価表の内容をリンクさせ、随時、進捗状況を確認しながら取組を
進めることで、学力向上における教師の目標達成意識を高めることができた。 A

・達成度が上がると次の新しい目標も見えてくると思うので、良い方向に向かっていると思う。
・教職員で共有できる状況が達成に繋がっている。
・昨年度に続き、マイプランの成果指標の達成度は高く、そこを評価すればAとなる。学力調査の結果
も向上していれば取組の方向性に間違いがないことになるが…。

○学習規律の確立 〇児童生徒アンケートで「よい姿勢で授業を受け
ている」の達成率を75％以上にする。

・「学びの７本柱(学習規律重点項目)」を児童生徒に配付・確認し、
継続した指導を粘り強く行う。
・年間５回(１学期２回、２学期２回、３学期１回)、「学びの７本柱」に
ついて、児童生徒が自己評価する場を設定し、改善を図っていく。 B

・５月実施のアンケート調査で、「よい姿勢で授業を受けている」と肯定的に回答した児童生徒62％。
・正しい姿勢で学習に取り組むことの意義を児童生徒に繰り返し伝え、よい姿勢で授業に臨んでいる
児童生徒や学級を積極的に称賛しながら、全校の定着率をさらに高めていく。 A

・１～９年生を対象とした「学びの７本柱についてのアンケート」では、「よい姿勢で授業を受けている」と
肯定的に回答した児童生徒は、１２月は80.9％、２月は85.3％と向上した。
・姿勢の保持が学力向上にどのように結びつくのかを児童生徒に理解させながら取組を強化すること
ができた。 A

・学習に対して前向きで積極的な姿勢があり、学習に集中できているのだと思う。
・学習規律を重視され、学びに向かう姿勢も改善傾向にある。
・日頃の声掛けが結びついている。今後も維持していただきたい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する心、他
者への思いやりや社会性、倫理観や正義感、
感動する心など、豊かな心を身に付ける教育
活動

○児童生徒の規範意識や人を思いやる心に関す
る質問で肯定的な回答した児童生徒80％以上。

・友達のいいところやしてもらってうれしかったことを書いて掲示す
る「ぽかぽかの木」に取り組む。
・年間計画に沿った道徳科の授業に取り組むとともに、豊かな心を
育む教育活動に年間を通して取り組む。
・「いじめ防止、心を考える日」に合わせて、全校で人権・同和教育
や平和学習に取り組む。

A

・フリー参観の時に、全学年で発達段階やクラスの実態に合わせたテーマを題材に「ふれあい道徳」授
業を実施した。
・中学部は、６月に生徒が主体となった平和学習を実施し、小学部は、７月に学年に応じた平和学習を
実施した。
・小学部中学部共に年間を通して、それぞれの実態に合わせた内容で人権学習を行い、人権意識を
高めることができた。

A

・最終評価では、児童生徒の規範意識や思いやる心に関する質問で、肯定的に回答した児童生徒が
90％近くに達した。
・「ぽかぽかの木に花を咲かせよう」の取組を実施後、休み時間などに掲示した「ぽかぽかの木」の前
で立ち止まり、カードを読んでいる児童生徒が多く見られた。
・毎月の人権教室や平和集会・人権集会を開催し、輪番制で全職員が講話をすることで、児童生徒に
多様な考え方や人権の大切さを伝えることができた。

A

・昨年度も今年度も90％を超えており、様々な場や機会を捉えての取組の成果が感じられる。
・とても嬉しいことだと思う。これからの子どもたちの行動も楽しみだ。
・思いやりの心は突然できるものではないので家庭との連携があり、続けられている結果だと思う。

●いじめの早期発見、早期対応に向けた取組
の充実

〇「担任の先生や部活動の先生など、学校の先生
は自分が困った時などに相談しやすい」と感じる児
童生徒80％以上。
〇「学校はいじめをなくすためにしっかり取り組ん
でいると思う」と回答した職員90％以上。

・定期的に生活アンケートや教育相談を行い、気になる児童生徒
については職員間で情報共有を行う。毎月１０日の「いじめ防止、
心を考える日」に合わせて、朝の時間に「いじめゼロ宣言」を読み
上げる。
・いじめの未然防止に向けて、構成的グループエンカウンターの授
業実践に積極的に取り組む。
・職員研修やいじめ防止対策委員会を設定し、組織的にいじめ防
止に取り組む。

A

・5月のアンケート結果では、「担任の先生や部活動の先生など、学校の先生は自分が困った時などに
相談しやすい」という問いに肯定的に答えた児童生徒が81.6％だった。毎月「生活アンケート」を実施、
６月と１１月に教育相談期間を設け、すべての児童生徒と面談を行い、必要に応じて職員間で情報共
有することができた。
・「学校はいじめをなくすためにしっかり取り組んでいると思う」という問いに肯定的に答えた教職員は
100％だった。全職員を対象とした「いじめ対応研修」を実施し、いじめの未然防止、早期発見・対応に
ついての意識を高めることができた。

B

・毎月の生活アンケートや教育相談の実施等、気になる児童について早期に対応することができ、「学
校はいじめをなくすためにしっかり取り組んでいると思う」について肯定的に回答した児童生徒は
91.6％で目標を達成することができた。
・「学校の先生は、自分が困った時などに相談しやすい」について肯定的な回答をした児童生徒は
78.7％で目標を達成できなかった。しかし、昨年度よりも約5％増加しており、目標達成のために、エン
カウンターなどを積極的に行い、支持的風土の醸成を一層図る必要がある。
・いじめ対応研修の実施や、適宜いじめ対策委員会を開催したことにより、「いじめに対し、組織的に対
応できていると思う」について肯定的に回答した教職員は100％で目標を達成することができた。

B

・肯定的な回答に学年間で大きな差がある。平均で80％以上ではなく、どの学年でも肯定的な回答が
80％以上となるよう、なお一層の生徒理解や支持的風土づくり等へのご尽力をお願いしたい。
・先生との信頼関係がとてもよくとれているのだと思う。
・エンカウンターもとてもよい方法だと思う。
・難しい問題だが持続的に続けることが大切だと思う。

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実現に
向けて意欲的に取り組もうとするための教育
活動。

●「先生は、あなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」と回答した児童生徒80％以上.。
●「自分は将来の夢や目標を持っている」につい
て肯定的な回答をした児童生徒80％以上。

・各学年の実態や学習内容に合わせて、職業について理解を深め
る時間をとる。
・構成的グループエンカウンターに積極的に取り組む。
・進路学習を系統立てて計画し、各学年で充実させる。

A

・「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」と回答した児童生徒93％、「自分は将来の夢
や目標を持っている」と回答をした児童生徒79.8％と目標を達成できた。
・３年生は、地域の方から夏野菜作りを教えてもらった。４年生は、海苔の生産者に話を聞いた。５年生
は、生産者に大豆作りの話を聞いた。６年生は、芦刈町のよさを調べた。これらの活動を通して、芦刈
町の様々な職業に関心をもつことができた。
・中学部では、7年生は「芦刈学」と題し、地域の良さを調べる活動を行い、8年生は職業調べを通して
将来の進路や自分の夢を考えた。９年生は進路説明会を通して自分の進路先を具体的に考えた。学
年によっては、まだ自分の将来とのつながりをもてない生徒が若干名いるので、丁寧な指導をしていき
たい。

A

・「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う」については、93.3％が肯定的に答えており、
目標を達成することができた。
・体験学習、児童朝会、生徒朝会、文化発表会に向けての調査研究活動や将来の進路選択に関わる
学習活動等を通して、理想の自分について考える時間を設けることができた。「自分は将来の夢や目
標を持っている」について肯定的に回答した児童・生徒が82.0％に達し、昨年度から13.3ポイント上昇し
た。

A

・素晴らしいと思う。全体の93.3％がよい方向に向かっていると思うことが安心感に繋がっていると思
う。
・ポジティブな言葉が多いのだと思う。学年やクラス全体で一人一人を認め合う環境をつくると、もっと
達成度は上がるのではないかと思う。
・「将来の夢や目標を実現するために…」の中学部生徒の平均は73.2％で、80％を下回る。ただし、先
生方の工夫ある取組で上昇傾向にあり、誇りと夢をもち、未来を拓く芦刈の子どもたちへの成長が期
待される。

●望ましい食習慣と食の自己管理能力の育
成

●「健康によい食事をしている」児童生徒85％以
上
●家庭教育指針で「朝ご飯をしっかり食べる」の項
目の回答を年度当初より向上させる。

・毎日の給食時間にICT教材を活用して指導したり、栄養教諭が各
学級を回ったりしながら、食に関する指導を行う。
・全学年において、年１回以上担任と栄養教諭が連携した食育の
授業を行い、食への意識の向上を図る。
・家庭教育指針を全学年で年３回行い、結果をその後の指導に反
映させる。
・「食育だより」やSNS等を通して、食に関する情報を保護者や地域
に発信する。

B

・５月のアンケート結果では、「健康によい食事をしている」児童生徒は、小学部は89％、中学部は
79％であり、小学部は達成できているが、中学部は好き嫌いがある生徒が多かった。
・保護者の中間アンケートでは、「朝ご飯をしっかり食べる」児童生徒は97％であったが、９年生が75％
と低かった。

A

・「健康に良い食事をしている」と回答した児童生徒が85％で、昨年度より数値は上回った。
・給食の時間や食育の授業などでの指導により、児童生徒の食への意識が向上した。
・「家庭でも朝ご飯をしっかり食べるよう習慣づけをしている」と肯定的に回答した保護者は98％であ
り、食育だよりやSNSでの情報発信の成果が現れていると考えられる。

A

・健康のことをよく考えている生徒、保護者がたくさんいて素晴らしい。これからも地域との連携を深め
て食の大切さを知ってもらいたい。
・健康・体づくりに「食育」は欠かせない。学校としての取組、そして家庭での取組も強化され、食の重
要性や関心も高まってきており、よい傾向である。

●運動習慣の改善や定着化 ●授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間
で250分以上の児童生徒を、小・中学校共に65％
以上にする。

・家庭教育指針を全学年で年３回行い、結果をその後の指導に反
映させる。
・委員会活動で運動を行うイベントを開催する。
・ボールの貸し出しやボールの配布を行うと共に、昼休みに体育館
を開放したり、朝遊びを推奨したりして、運動を行う機会を増やす。

A

・５校評価中間アンケートでは４～９年生の70％が達成できていた。
・２学期以降、委員会が計画するスポーツのイベントやが行われたり、涼しくなり外遊びの機会が増え
ると、運動習慣は定着すると考えられる。

A

・最終アンケートでは、１週間で運動を250分以上行った児童生徒は79.3％と目標値を上回った。また、
一週間平均運動時間は566分であった。運動を行う習慣が身につきつつある。
・小中共に委員会活動でスポーツイベントを開き、運動の楽しさを感じ取ったり新しい遊びを楽しんだり
する姿が見られた。 A

・運動習慣が定着していてとてもよいと思う。スポーツイベントにより時間だけでなく質もよくなっている
のではないかと思う。
・数字と現実が一番違うのが食事だと思う。子どもの家庭環境の把握が大切だ。
・数値目標の設定が低すぎるのではないか。

○小・中学部が、ともに高め合い、進んで行動
できる児童生徒の育成

〇１・２学期に１回ずつ、小中合同で取り組む行事
を行う。
〇小学部と中学部が学年ごとに交流する活動を、
年に３回以上行う。

・１学期は体育大会（結団式を含む）、２学期は文化発表会で合同
プログラム（全校合唱等）を計画する。
・２年生と７年生、３年生と８年生などの学年交流を行ったり、中学
生が６年生に中学校生活や部活動紹介を行ったりする活動を計画
する。

B

・保護者中間アンケートでは、95％、教職員では94％で達成できていると考えられる。
・まだ実施できていない行事（文化発表会）や学年間交流があるので、今後も計画的に実施していく。

A

・小中合同の行事や学年交流などは、計画通り実施することができた。
・保護者アンケートでは、どの学年においても達成率が90％を越えており、学校の取り組みに対して高
い信頼と満足度を得ている。活動の様子を、学校便り「ともに」で紹介していることも、大きな要因だと
考えられる。
・児童生徒の最終アンケートでは、4年生は100％と高いのに対し、学年が上がるほど肯定的な回答が
減少傾向にある。中学生にとっても、意義のある交流活動の検討が、今後の課題と言える。

A

・小学生が満足しているのは、中学生がとても優しいからだと思う。中学生には意見を反映させるなど
のリーダーシップを発揮できるようにするとよいと思う。
・参加させてもらう行事で交流の様子を見せていただいて有意義な交流ができていると感じている。
・「健康・体つくり」の項目であるが、文化面の取組も含まれ、視点が混乱している印象を受ける。学年
交流等は健康・体つくりに結びついたものになっているのだろうか。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時間の
削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の
上限を遵守する。
●年間20日の年次休暇のうち、職員1人当たりの
年次休暇の取得日数14日以上

・定時退勤日と部活動休養日を毎週水曜日に設定し、全職員で取
り組む。
・長期休業中の年休取得日数を職員1人当たり５日以上にする。
・職員の勤務状況を把握し、自分自身の働き方改革に対する意識
向上と業務の効率化に積極的に取り組む。 A

・年次休暇一人当たり取得時間が、８月末までに小学部10.8日、中学部5.9日と昨年度の同時期（令和
６年度小学部9.8日中学部7.0日）より小学部は増えていた。中学部は中体連等の振休を取得するた
め、年休がやや少なかった。
・８月までの超過勤務月平均が、小学部30.9時間、中学部39.4時間であった。（令和６年度小学部31.2
時間、中学部42.3時間）。昨年度同時期より超過勤務が年々減少している。夏季休業中については、
45時間を超えている職員はおらず、メリハリのある働き方となっている。

A

・通知表の内容項目を見直し、学期末の業務がさらに縮減できた。また、退勤時間を意識した仕事の
仕方をする職員が増えている。（R6年度63.9%、R7年度78.2%）
・１２月までの超過勤務月平均が、小学部32.7時間、中学部41.6時間であった。これは昨年度の同時
期（小学部33.5時間、中学部42.0時間）に比べると小学部、中学部ともに減少している。ただ、個人差が
あり、部活動や行事等の前には遅くまで残ったり、休日に学校で仕事をしたりしている職員もおり、業
務の平準化が必要である。
・年休については、職員一人当たりの年休平均取得日数は、小学部14.2日、中学部8.7日で昨年（小学
部13.6日、中学部10.1日）とほぼ同じであった。

B

・先生方はいつも一生懸命子どもたちと向き合っていただいているので、なかなかむずかしいとは思
う。チームワークを大切に、休むときはしっかり休まれてほしい。プライベートが充実してこそ子どもたち
に還元できると思う。年休・リフレッシュ休暇を取れるように願う。
・職員一人当たりの年次休暇取得日数14日以上の成果指標が達成できていない。勤務平準化の課題
解決も残っている。年休の取りやすい環境（人員配置）作りが必要である。

教

頭

●特別支援教育の充実

○教員の専門性と意識の向上 ○特別支援に関する専門性が向上したと感じる教
員80％以上。

・特別支援教育に関する研修会を計画的に実施する。
・配慮を要する児童生徒に関する情報共有の場を定期的に設定
し、必要に応じてケース会議を実施する。

A

・特別支援教育の研修会を４月と７月に実施し、本校独自の個別の教育支援計画の記入の仕方や合
理的配慮などの基礎的な考え方を学ぶことができた。
・配慮を要する児童生徒について生徒指導や教育相談と連携を図りながら情報共有することができ
た。 A

・職員研修「児童生徒の生涯学習にむけて、今学ぶことの意義」において、合理的配慮などの基礎的
な考え方から便利グッズについて学んだり、ケース会議での支援策を実践したりしてきたことで、学校
評価アンケートにおいて、87.5％の教員が、特別支援教育に関する専門性が向上したと答えており、目
標を達成することができた。
・月１回、佐賀大学准教授を招聘し、児童生徒支援について助言をいただいたり、生徒指導や教育相
談と連携したりすることで、配慮を要する児童の支援につなげることができた。

A

・情報共有のためのケース会議や計画的な研修等により意義や専門性の向上が図られ、特別支援教
育の充実やインクルーシブ教育が推進され、成果指標も達成されている。
・特別支援教育がとても充実しているのだと思った。他校の成功体験を共有したり保護者の協力を深
めていくと、よりよい支援につながると思う。
・配慮すべき子どもの後ろには配慮すべき保護者がおられる。

特

別
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援

教

育
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ー
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（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容 成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○小中一貫教育の充実・活性化

○プロジェクト部会の活性化や校内研究の充
実を中心とした、小中一貫教育推進体制の充
実

○「小中一貫による９年間の教育活動が充実してい
る。」と感じる保護者80％以上。
〇「小中交流授業や小中一貫の取組が充実してい
る。」と感じる職員90％以上。

・プロジェクトごとに重点取組事項を設定をする。
・小中教職員相互の授業協力体制の整備と小中交流授業の実施す
る。
・学校だよりや学校HP等による情報発信をする。 B

・３つのプロジェクトからの提案をもとに、小中合同の学校行事や活動を計画的に実施することができ
た。「小中一貫による９年間の教育活動が充実している」と回答した保護者91%、職員86.7%。
・月２回程度のペースで学校だよりを発行し、小中一貫教育の取り組みを発信した。学校だよりは学校
ホームページにも掲載している。 A

・「学校は小中合同の行事や異学年交流など、児童生徒が共に高め合う取り組みを充実させていると
思う」と肯定的に回答した教職員は93.8%、保護者は96.7%で、目標を達成できた。
・校内研究に小中共通のテーマで取り組み、教育センター指導主事やスーパーティーチャーを講師に
招き、小中合同で授業を見合って意見交流を深めることができた。校内研究や校内研修を通して、小
中相互の児童生徒の実態を把握したり、全職員での共通理解や共通実践を図ったりすることができ
た。

A

・小中合同の校内研修や校内研究の実施、小中合同の学校行事や活動の充実化や保護者や地域等
への情報発信にも努められている。
・教職員・保護者共にその取組及びその成果を高く評価されている。
・年齢に関係なく助け合い、学び合うのはお互い高め合うとても良い環境だと思う。行事の質も向上し
ていくとよいと思う。
・他の学校では感じられない取組であり、観瀾校にしかない特別な繋がりだと思う。

副

校

長

○コミュニティ・スクールの推進

○地域との交流や地域を生かした体験学習
の充実

〇「地域との交流や体験学習に積極的に参加してい
る。」と感じる児童生徒80％以上。
〇「学校の教育活動は地域との連携がなされてい
る。」と感じる保護者・職員の割合80％以上。

・地域との連携・交流を生かした活動の設定と工夫した活動を行う。
・学校だよりや学校HP等による地域連携に関する情報発信を定期的
に行う。

A

・ほとんどの学年で、生活科や総合的な学習の時間に、地域と連携した学習を実施できた。「地域と連
携した取組が行われている」と回答した保護者95.8%、職員100％。
・学校だよりを「はなまる連絡帳アプリ」で保護者と地域に配信し、各学年の地域と連携した教育活動を
情報発信できた。コミュニティスクールだよりも定期的に発行できた。 A

・「地域との交流や体験学習に積極的に参加している」と肯定的に回答した児童生徒は74.2%であった。
４年生93.5%、５年生97.1%と高かったが、学年による差があり、中学部での達成率が低かった。
・「地域との連携がなされている」と肯定的に回答した保護者は96.7%、職員は100%で、目標を達成でき
た。学校だよりやコミュニティスクールだよりを定期的に発行し、情報発信をすることができた。
・どの学年も地域学習や地域を生かした体験活動、地域の方々との交流学習に取り組むことができ
た。６年生は「あしかり未来づくり協議会」の発足式で地域学習の発表や地域への提案も行い、地域貢
献となる活動ができた。

A

・地域の方々も子どもたちもとても楽しく笑顔で活動できている。中学生は他の活動とのバランスがあ
り難しそうだが興味のもてる様々な活動や地域の方と意見を述べ合うことをすることで肯定的になるの
ではないかと思う。
・地域の方々との交流を大切に考えて参加してくださっている。私たちも楽しみにしている。
・児童生徒の受け止めに学年間のギャップが生じている課題はあるが、全体として充実した取組がな
されていると思う。系統的「芦刈学」の学びを通して、「あしかり未来づくり」への思いをいたす児童生徒
が育ってくれることを期待している。

副

校

長

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志と誇りを高める教育
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●学力の向上
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中間評価 最終評価 学校関係者評価

学
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プ
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ジ
ェ
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ト

●健康・体つくり

●心の教育

学校名 　小城市立小中一貫校芦刈観瀾校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・全校で取り組んできた「学びの７本柱」の継続的な指導により、児童生徒の学習規律が定着し、学習に向かう意識の向上が見られた。一方で、業務改善を目的とした授業時数の削減に伴い補充学習の時間が減少したこともあり、標準学力検査（CRT）の結果では十分な伸びが見られない面もあった。今後は、限られた授業時間の中で確かな学力向上を図るため、授業の質の向上や指導方法の工夫改善に一層取り組み、教
員の指導力向上を推進したい。
・特別支援教育、人権教育、道徳教育、安全教育、生徒指導等について全職員で共通理解を図り、計画的な実践を重ねてきたことにより、児童生徒は互いを尊重しながら落ち着いた学校生活を送ることができている。今後も安心・安全な教育環境のさらなる充実を目指し、組織的な取組を継続していく必要がある。
・今年度は、不登校児童生徒支援のための「あしのこルーム」を設立し、複数の不登校及び不登校傾向の児童生徒の学びの場を確保することができた。しかし、不登校の要因は多様であり、すべての児童生徒の登校意欲の回復には至っていない。今後も関係機関との連携を含め、多面的・多角的な支援の在り方を検討し、個に応じた支援の充実を図っていきたい。
・地域連携については、活動内容の見直しを図りながら各学年で充実した取組を展開することができた。特に、「あしかり未来づくり協議会」の発足に児童生徒が関わることができたことは大きな成果であり、地域学習や地域貢献活動の充実にもつながった。今後は、児童生徒がより主体的に参画できる体制づくりを進め、活動のさらなる発展を図りたい。
・校時限の大幅な見直しにより下校時刻を早めたことで、教職員の業務改善への意識が高まり、時間外在校等時間の大幅な縮減につながった。一方で、昼休みの短縮により児童生徒の運動時間や読書時間の確保が課題として残った。今後は、児童生徒の健やかな成長と教職員の働き方改革の両立を図る視点から、教育課程全体の在り方を検討していく必要がある。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

主

な

担

当

者

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「学びの７本柱」について粘り強く指導してきたことで、学習規律が身に付いてきた。標準学力検査（CRT）の結果において、ほとんどの学年・教科で前年度より伸びが見られた。

・小学部・中学部とも、計画的に特別支援教育や人権教育、道徳教育、安全教育、生徒指導に取り組んできたこともあり、児童生徒が落ち着いて学校生活を送ることができている。

・各学年が活動内容の見直しを行いながら充実した活動ができた。

・教職員の業務改善の意識が高まり、小学部・中学部とも時間外在校等時間が大幅に縮減した。

２　学校教育目標 　ふるさとを愛し、未来を拓く、心身ともに元気な子どもの育成　～「ともに」「つなぐ」小中一貫教育　～ふるさとを愛し、未来を拓く、心身ともに元気な子どもの育成　～「ともに」「つなぐ」小中一貫教育　～

３　本年度の重点目標
◆学力向上　　　　　　　　◆多様な活動を促進するための教育活動や働き方の見直し　　　　　◆保護者・地域連携の推進　　　　　　　　　　◆基本的生活習慣の確立と体力の向上

◆豊かな心の育成　　　　　◆生徒指導体制の確立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆小中一貫教育の成果の確認


